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宮跡内および周辺民家密集地域の現状変更届等に

かかる調査 彿95-3・ 6・ 10・ 11次 )

平城宮北面条地

第 4図  第95-H次発掘遺構図
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土器の細片を発見 したにすぎない。

Aト レンチで検出 した責色粘上の盛土は、平城宮北面大垣ないしはその嬬地 (犬

走 り)に 関する遺構であり、バ ラス敷は京極大路に関するものとみ られ る。

今回の調査によって、指定地内に存在する土塁状遺構が北面大垣そのものであ

る確信をえた。現状では北面大垣の遺構としてはこの地域をおいてほかにな く、

十分な保存がのぞまれる。

西―坊大路 (10次 ) 調査地は南北に長い水田であり、その南と北に東西方

向の トレンチを設定 した。両 トレンチで検出した遺構はほ ゞ同じで、 トレンチの

西部幅約 4続 の部分は、水田下の床上を除去すると暗褐色砂質上の地山があらわ

れ、平城京西一坊大路路面敷と考え られた。東部の幅約 1.4η 、深 さ約 4 0cmの

溝で、灰色粘質上、青灰色砂質上が堆積 しており、下層の砂質土から少量の上器

片が発見 された。この溝は西一坊大路東側溝にあたる。ただ調査地内では幅員の

全体を検出 しておらず、東岸はさらに東にのびると考え られる。

今回の発掘所見 と、さきに近接地での調査 (第 82-4次 )で 西側溝を検出し

てお り、その結果、大路の幅員が約 24駒 (80尺 )で あることが判明 した。

なお 3次 は一条通 りよ り北側、東面大垣のす ぐ内部に位置する民家の改築にと

もなうトレンチ調査で、南北に走る溝 2条を検出したが、直接大垣に附属するも

のではな く、その内側で平行 して造 られた排水用施設 と考えられた。

また 6次 は第 2次内裏北方の外郭官行地区の北東部にあた り、農小屋を車庫に

改築する事前調査として約 12πを発掘 した。 この地は従来の調査から市庭古墳

の周濠を埋立て、官行を造営 したことが確認 されている。今回もこの埋立てによ

る整地上を現わ し、さらに東西に走る築地南縁部を検出した。 この築地の本体は

発掘区に北接する現道路にあ り、外郭官行の北辺を限 る築地塀 と思われる。但 し

その築地に伴 う側溝などは今回の調査では発見されなかった。なお築地の南に南

北 26続 以上、東西 1.8続 以上、深さ 2 5cmの 上壊が存在 し、土器・ 瓦片と共に

軒瓦 3点の出上をみた。
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